
 

 

山形県での就農の動機や考え方 

 

私は、非農家出身です。農業が好きで、農業短期大学で学び、農業の道に進みました。卒業後、宮城

県内で農業（特に稲作）をやりたくて就職先や研修制度などを色々調べましたが、就農先や研修先がう

まく見つかりませんでした。農業の道を諦めることができず、県外の制度等も調べました。そこで山形県

の研修制度を知り、応募しました。紹介していただいた研修先では男性を望んでいたようですが、とりあ

えず研修生として受け入れてもらうことができ、１年間の研修を受けさせていただきました。研修終了後、

研修先に平成 16年度から就職（就農）し、現在に至っています。 

 自分がやりたいと思ったことは簡単に諦めないことが大事だと思います。男性と同等の仕事ができると

は思っていませんが、しっかりと丁寧な作業をすることで評価してもらえるし、結果として現れてくると思

います。また、わからないことは素直に聞く姿勢も大事です。 

 自分が好きで選んだ道を作物や自然と会話をしながら、楽しく、朗らかに作業をしていくと成果も付いて

くると思っています。 

 

中村智枝子 さん   高畠町で就農   

【出 身 地】宮城県仙台市 

【就 農 先】農事組合法人 屋代農業生産組合（高畠町） 

【就農年度】平成 16年度（平成 15年度、１年間の研修後、就農） 

【経営概要】経営面積 59ha、水稲 46 ha、果樹、その他、大豆 

啓翁桜など 


